
木曜日 13：30～15：30 参加費無料 

 会場:当センター 地下研修室  

注：ヨガ参加希望者は毎月〔1 日～7 日〕に申込要 

施設長のひとこと  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

情文センターＦＡＸ・メール通信   

★各事業のお問合せ・申込みはこちらまで★ 

(社福)聴力障害者情報文化センター聴覚障害者情報提供施設 〒153-0053 東京都目黒区五本木 1-8-3 

ＴＥL：03-6833-5004  ＦＡＸ：03-6833-5005 

Ｅメール   soudan@jyoubun-center.or.jp ウェブサイト http://www.jyoubun-center.or.jp/ 
＊開館時間 火曜日～土曜日 10 時～17 時 第２･４木曜日は夜間開所 21 時まで【 4月は 14 日と 28日です】 

★FAX･メール通信の配信停止、配信方法の変更などありましたらお知らせください★ 

2016年 4月号 

4 月  

7 日 お花見(申込制) 

14 日 手話 

21 日 ヨガ  

28 日 字幕付ドラマ 

『佐賀のがばいばあちゃん』(予定) 

5 月 

5 日 お休み 

12 日 レク  

19 日 ヨガ 

26 日 字幕付映画 
『長州ファイブ』(予定)  

…＊…＊enjoy!手話クラブ＊…＊… 

聴覚障害者向け(手帳の有無問わず)の講習会（生け花教 

室、絵画教室、英語教室）の受講生を募集中です。 

受講料は無料ですが、教材や道具はご自身で用意して 

いただきます。どの講習会も聞こえないことに配慮した 

指導を行っています。申し込みご希望の方には開催要項 

をお送りしますので、下記までお問合せください。 

 新しい春、新しい桜が咲きました。皆さまお元気でいらっしゃいますか？ 

3 月 26 日、新函館北斗駅(北海道北斗市)を出発した上り一番列車北海道新幹線「はやぶさ 10 号」で、大役を任さ

れた 33 歳の車掌さんが粋なアナウンスで評判になりました。景色が見える絶妙のタイミングで、『函館山を眺めな

がら北の大地を駆け抜けております』『皆様は、新幹線で青函トンネルを通過する最初のお客様となります。かつて

はナウマン象が通った道を、青函連絡船、在来線の津軽海峡線、そして新幹線が通ります』『昭和 63 年の開通まで

に多くの苦労がありました。海面下という特殊な環境の中で世界に誇る技術を生み出し、困難に打ち勝ってきました』

など、解説は開通工事で 34 人が亡くなったことにも及びました。 

 『ただいま青函トンネルに入りました。ここで問題です！今、入ったのは入口でしょうか?出口でしょうか？本州

側が入口、北海道側が出口と定められています』･･･トンネル走行中ずっと実況解説車内放送が続いたそうです。な

んと素敵な車掌さんでしょう。でも・・聴覚障害者には聞こえなくてわかりませんね。文字や手話で情報保障付新幹

線なるものを期待したいと思います。 

 実は、この青函トンネル、私の父が海底測量に関わったものでした。沢山の人の命と引き換えに、苦労を背負って

海の中に存在する青函トンネルは何と新幹線までも通す海底トンネルになったわけですが、工事に関わって命を落と

した人々も、今は亡き父も天国で喜んでくれていると思います。以前、父の写真を抱いた母と寝台特急北斗でトンネ

ルを通りましたが、今度は新幹線でトンネルに会いに行きたいと思います。  

 さて、新年度が始まります。誰とでも「おはよう・ありがとう・ごめんなさい」が気持ちよく言えると良いですね。

春の暖かな日差しが、良いことを運んできますように。ご病気の人が回復しますように。 

皆さまがお元気でありますように。笑える日が多くありますように。   施設長 森せい子 

 

           

 

 

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライブラリーからお知らせ 

新着ビデオの貸出開始！ 

今回入荷した 31 作品の一部をご紹介します。 

◆柴崎コウと妻夫木聡共演の青春ラブストーリー

『オレンジデイズ』がようやく DVD 化されまし

た。柴崎コウが聴覚に障害を持つ大学生を演じ、話

題となったドラマ。 

◆ろうの女性の生の声を是非、聞いて欲しい『昭和

を切り拓いたろう女性からあなたへ』A-3 作品な

ので、どなたでも見られます。 

◆NHK『きょうの健康』に字幕だけではなく、手

話が入りました！表現担当は、ろうの薬剤師、早瀬

久美さん。手話で糖尿病の合併症について学ぼう。 

◆推理小説作家、西村京太郎による小説「四つの終

止符」を劇団 GMG が映像化。当時のろう者の置か

れた立場や社会からの目はどうだったのか。 

◆NHK「ろうを生きる・難聴を生きる」の前身番

組の『聴力障害者の時間』は、1977 年から 1996

年まで放映されていました。今回 DVD 化されたの

は画家で美術教師でもあった大原省三さん。聞き手

は、パフォーマーとして活躍された丸山浩路さん。

味わいのあるお 2 人の話をお楽しみ下さい。 

 

定期講習会受講生 募集中 

 連休中のセンター休館について 

 

  

29(金) 30(土) 5/1(日) 2(月) 3(火) 4(水) 5(木) 

休館 開館 休館 休館 休館 休館 休館 

 


